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環境経営方針■
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アサヒフレッシュロジ(株)は、社会に求められる要求に答える為に”物流品質の向上”と”安全運行”を柱とし、
環境負荷低減を目的として”物流配送の効率化”、設備機器の省エネルギー化や資源利用の削減をはかります。

環境理念

• 私たちは、自らの事業が豊かな自然の恵みの上に成り立っていることを認識し、持続可能な社会の実現に貢

献していきます。そのために、地球環境と事業活動との調和を図り、環境に配慮した企業経営を推進してい

きます。

行動指針及び具合的な取組み

•環境理念を実現するために、当社としての環境経営方針に従って以下の活動を展開していきます。

【法令遵守】

【環境保全活動の継続】

1. 省エネ法・廃棄物処理法、各都道府県別の環境基本条例、各市町村条例、消防法やフロン排出抑制法を順守した環
境経営活動を行います。また、安全運行を目的に委託配送会社の交通事故防止や品質事故の削減に取り組みます。

2. 中期的ビジョンや単年度毎に定める環境保全計画に従って活動を展開し、継続して実施していきます。
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5. 従業員の環境意識を高め、地球環境保全に貢献する全員参加の活動を促進していくため、エコピープルを増やしていき
ます。

4. 共同配送を展開する各社との情報共有を図り、社会動向を常に意識して求められる対応を計画的に推し進め、
環境負荷を減らすように努力して、生態系に与える影響を抑えた事業活動を展開します。

【環境負荷低減】

【環境マインドの醸成】

【社会との共生及びコミュニケーション】

6. 各拠点で実施可能な環境美化活動や生物多様性保全活動に参加して、周囲地域とのコミュニケーション作りや環境
保全に努め、毎年「環境経営レポート」を作成して公示し、関係者のみならず社会へ環境取り組みの情報を提供します。

２０１１年 ７月 １日 制定
２０２３年 ４月 １日 改訂
アサヒフレッシュロジ株式会社
代表取締役社長 森 立郎

3. 商品の仕分け作業の効率化により生産性を高め、カテゴリー毎の倉庫温度の省エネルギー化を目的に、計画的な冷凍
 機等の設備投資や番重洗浄機洗浄温度の適正化をしていき、使用燃料の削減に努めます。更に、社会全体に与える
 環境負荷軽減の為、ＣＯ２排出量・水使用量・廃棄物排出量の削減やフロン類の漏洩を減らし、配送コースの適正
化や積載率の効率化を推進します。



アサヒロジスティクスグループ経営理念■
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CS（Customer Satisfaction）…顧客満足度の向上
ES（Employee Satisfaction）…社員満足度の向上
CS（Company Satisfaction）…会社の充実

一. 日本一安全で品質の高いサービスを提供し、日本中の家族を豊かにします 

一. CS=ES=CSを実現し、お客様と我々の生活を豊かにします 

一. 物流業界を誰もが働きたいと思える憧れの業界にします 

経営理念に掲げられているこの言葉は、『自分たちの
会社に満足感を持っている社員こそが、お客様に十分
な満足感を提供することが出来る。』という考え方を表
しています。顧客満足＝社員満足として、社員の育成
制度の整備や待遇の改善、福利厚生の充実などに取
り組んでいます。社員の皆さんが安心して誇りを持って
働ける環境づくり、やりがいと喜びを感じてもらえる職場
づくりを通して、物流業界を憧れの業界にするために
様々なチャレンジを続けています。

CS 顧客満足度

が向上

CS

会社の充実

ES

社員満足度

が向上

安全・安心・
高品質の提供 仕事の増加

社員の
やりがい
達成を
サポート

■福利厚生の充実
■公平な人事評価制度
■高待遇の実現

…など

■設備の増強
■さらなる人員確保
■売り上げの増加

…など

CS（Customer Satisfaction）…顧客満足度の向上
ES（Employee Satisfaction）…社員満足度の向上
CS（Company Satisfaction）…会社の充実
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会社概要

事業活動

事業の規模

売上高 １０，８２６百万円
従業員 ５３３人（正社員１２０人・サービススタッフ４１３人）

社員
サービス

スタッフ

 本社 17人 1人 71.5 ㎡ 2011年2月14日

 狭山センター 13人 89人 2,402.4 ㎡ 2011年2月14日

 旭川センター 8人 37人 1,352.1 ㎡ 2012年4月25日

 北見センター 5人 27人 667.6 ㎡ 2012年4月25日

 郡山センター 5人 14人 2,718.1 ㎡ 2012年5月30日

 仙台センター 10人 44人 3,433.5 ㎡ 2013年3月8日

 仙台Fセンター 7人 0人 1,307.5 ㎡ 2013年3月8日

 古川センター 8人 27人 1,088.0 ㎡ 2013年3月8日

 北上センター 7人 2人 2,514.6 ㎡ 2013年3月8日

 取手センター 11人 75人 2,815.8 ㎡ 2013年9月27日

 新潟センター 10人 51人 2,521.7 ㎡ 2013年9月27日

 柏崎センター 6人 37人 1,348.9 ㎡ 2013年9月27日

 長岡センター 3人 0人 549.5 ㎡ 2013年9月27日

 秋田センター 5人 9人 1,283.7 ㎡ 2017年3月2日

 青森センター 2人 0人 1,805.1 ㎡ 2017年3月2日

 北上デポ 3人 0人 1,084.7 ㎡ 岩手県北上市相去町山根梨の木 43-159 2014年9月1日

宮城県仙台市宮城野区日の出町 2-2-37

拠点
従業員数

所在地 EA21活動開始延べ床面積

埼玉県さいたま市大宮区桜木町1-10-17

シーノ大宮サウスウィング16階

埼玉県狭山市広瀬東 2-28-40

北海道旭川市工業団地3条3丁目 2-2

北海道北見市卸町 1-2-2

福島県郡山市喜久田町堀之内字向五升蒔 17-2

新潟県長岡市蓮潟町字五郎作 398-11

秋田県秋田市寺内字神屋敷 295-5

青森県青森市浪岡大字徳才子山本 162-1

宮城県仙台市宮城野区港 4-2-1

宮城県遠田郡涌谷町字一本柳 210-1

岩手県北上市相去町大松沢 1-107

茨城県守谷市百合ヶ丘 1-2415-1

新潟県新潟市江南区亀田工業団地 2丁目1番40号

新潟県柏崎市茨目2丁目巻山 1358

会社名  アサヒフレッシュロジ株式会社
代表者名 代表取締役社長 森 立郎

〒330-0854
埼玉県さいたま市大宮区桜木町1-10-17
シーノ大宮サウスウイング16階
TEL 048-782-8886

設立   1991年10月
資本金  1億円

チルド（冷蔵）製品、
フローズン（冷凍）製品、
米飯製品の
共同配送センター運営

貨物利用運送事業
（集配利用運送業を除く）

事業概要■
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◆ＥＡ２１事務局
管理本部

執行役員本部長

◆環境管理責任者

杉嶋 泰人

代表取締役社長
森 立郎

◆環境経営最高責任者

取締役常務執行役員

竹中 章弘

品質本部

企各グループ

グループ長

運営グループ

取締役執行役

員（兼務）

新潟ブロック

ブロック長

首都圏ブロック

ブロック長（兼務）

運営企画本部付

マネジャー

参与

狭山センター

◆センター長

管理グループ

グループ長

品質グループ

グループ長

◆環責（代）

マネジャー

北海道ブロック

ブロック長

東北ブロック

執行役員

ブロック長

北東北ブロック

ブロック長

フローズン

執行役員ブロック長

（兼務）

取手センター

◆センター長

新潟センター

◆センター長

旭川センター

◆センター長

仙台センター

◆センター長

北上センター

◆センター長

仙台Fセンター

◆センター長

柏崎センター

◆センター長

（兼務）

長岡センター

◆センター長

（兼務）

北見センター

◆センター長

古川センター

◆センター長

秋田センター

◆センター長

青森センター

◆センター長

郡山Fセンター

◆センター長

新潟Fセンター

◆センター長

（兼務）

マネジャー

◆環境管理責任者

代表者の代わりに、環境経営システムを構築・

運用し、その状況を代表者に報告する。

◆ＥＡ２１事務局

環境経営システムの運用・管理。文書及び記録の管理。

全社環境負荷データの取り纏め。環境管理委員会の議事録作成。

運営企画本部

取締役執行役員本部

大橋 直行 ◆各センター長は環境管理責任者

・環境管理担当者（各センター担当者）

自己の管理範囲内において、全員参加による環境経営システムの運用及び管理の

責務を負い、部門内の必要な人材育成、パフォーマンスの向上を図る。

各センターにはセンター長の他、副センター長、庫内責任者などがおり、

その中で安全衛生管理者や防火管理者などの役割分担がされている。

◆環境経営最高責任者

環境経営方針の作成。環境管理責任者の任命。資源（人員・設備・費用等）

の準備。代表者による全体の見直し。経営における課題とチャンスの明確化。

2023年3月31日時点

環境経営システム実施体制（組織図）■
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単位 数値

購入電力 kWh 7,938,524 100% 目標 7,859,139 99% 7,779,754 98% 7,700,368 97%

都市ガス m3 43,775 100% 目標 43,337 99% 42,900 98% 42,462 97%

プロパンガス kg 99,924 100% 目標 98,925 99% 97,926 98% 96,926 97%

灯油 ℓ 32,003 100% 目標 31,683 99% 31,363 98% 31,043 97%

ガソリン ℓ 5,951 100% 目標 5,891 99% 5,832 98% 5,772 97%

kg-CO2 4,663,587 100% 目標 4,616,951 99% 4,570,315 98% 4,523,679 97%

水使用量
上水道
地下水

m3 22,944 100% 目標 22,715 99% 22,485 98% 22,256 97%

総排水量 下水道 m3 22,944 100% 目標 22,715 99% 22,485 98% 22,256 97%

一般廃棄物 kg 65,830 100% 目標 65,172 99% 64,513 98% 63,855 97%

産業廃棄物 kg 34,290 100% 目標 33,947 99% 33,604 98% 33,261 97%

自らが提供
する

サービス

リスク・コンプ
ライアンス標
語の応募

人 社員全員 100% 目標 社員全員 100% 社員全員 100% 社員全員 100%

人エコピープルへの育成 　環境社会検定試験（eco検定）の受験合格を目指す

廃棄物等
総排出量

2023年度当社合計

総エネル
ギー
投入量

温室効果ガス排出量

基準年
（2020年度）

2021年度 2022年度

協力会社における配送用車両の使用燃料は含まない。

※調整後排出係数使用 以下同じ

環境経営目標とその実績、環境経営目標3ヶ年計画■

購入電力の排出係数は2020年の北海道電力 0.601、東北電力 0.522、東京電力 0.442（kg-CO2/kWh）を拠点別に使用



狭山：洗浄機の入れ替えによりガスの使用量削減

長岡：冬は窓に断熱材を貼り付け
夏は扇風機を優先に使用

新潟：室内の冷房温度28℃・暖房温度24℃に設定
午後はサーキュレーターオフ

秋田：倉庫空調機の温度設定、倉庫空調機を1台停止

アルミ台車のアルミ部分をリサイクル

柏崎：チルド庫扉の開閉回数を減らし
新しい冷凍機などの設定温度を調整

環境経営 各センターの主な実施項目

旭川：空番重置き場の電力OFFの継続化の実施

青森：FCB車導入、スタンバイ使用頻度を削減
チルド庫ファンを間引き（11月末から）

郡山：現状を維持できるように、声掛けを実施

北上：照明の間引きと空調ファンの間引き

古川：給湯器や便座ヒーターの稼動ストップ

外灯点灯時間削減など季節で取り組んだ

仙台：東北電力のデマンド監視システムにより
消費電力を抑制

取手：電気使用量が多い時間帯を調べ
冷蔵庫内の霜取り時間を変更

仙台F：非稼働日を利用し節電を継続

北見：番重洗浄温度見直しにより
灯油使用量削減

■

北上Fデポ：冷凍庫出入口扉開閉時の冷気漏洩を
  防止する エアーシャッター装置を設置

9

本社：離席時にはパソコンを閉じて省エネモードに
退社時には、各自机に設置しているエコタップをOFFにして待機電力の削減
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２０２２年度の実績（全社総量）

購入電力の調整後排出係数は2022年の北海道電力 0.537、東北電力 0.488、東京電力 0.456（kg-CO2/kWh）を拠点別に使用

単位
基準年

(2020年度）
数値 単位

基準年

(2020年度）
数値

- 目標 7,859,139
目標

対比
99% 7,779,754

目標

対比
101% - 目標 22,715

目標

対比
87% 22,485

目標

対比
92%

7,938,524 実績 7,789,334
昨年

対比
98% 7,842,439

昨年

対比
101% 22,944 実績 19,847

昨年

対比
87% 20,796

昨年

対比
105%

円 - 実績 119,372,517 203,344,885
昨年

対比
170% - 目標 22,715

目標

対比
87% 22,485

目標

対比
87%

- 目標 43,337
目標

対比
47% 42,900

目標

対比
51% 22,944 実績 19,847

昨年

対比
87% 19,600

昨年

対比
99%

43,775 実績 20,569
昨年

対比
47% 22,017

昨年

対比
107% - 目標 65,172

目標

対比
90% 64,513

目標

対比
104%

- 目標 98,925
目標

対比
72% 97,926

目標

対比
34% 65,830 実績 58,590

昨年

対比
89% 67,288

昨年

対比
115%

99,924 実績 71,472
昨年

対比
72% 33,391

昨年

対比
47% - 目標 33,947

目標

対比
110% 33,604

目標

対比
127%

- 目標 31,683
目標

対比
105% 31,363

目標

対比
54% 34,290 実績 37,270

昨年

対比
109% 42,821

昨年

対比
115%

32,003 実績 33,317
昨年

対比
104% 16,824

昨年

対比
50% kg 1,395,207

- 目標 5,891
目標

対比
74% 5,832

目標

対比
96% 122 社員 124 120

5,951 実績 4,366
昨年

対比
73% 5,574

昨年

対比
128% 122 実績 124

参加

率
100% 120

参加

率
100%

- 目標 4,616,951
目標

対比
94% 4,570,315

目標

対比
89%

4,663,587 実績 4,354,686
昨年

対比
93% 4,068,117

昨年

対比
93% 29 実績 196

昨年

対比
676% 29

昨年

対比
15%

リサイクル

(段ボール）

人

フロン類・漏洩量

の削減

t-

CO2

自らが提供する

サービス・リスクコン

プライアンス標語

温室効果ガス

排出量

Kg-

CO2

ガソリン

（軽

油）

ℓ

kWh

灯油

都市ガ

ス
㎥

kg

ℓ

総

エ

ネ

ル

ギ

ー

購入

電力

2021年度 2022年度2021年度 2022年度

液化

石油ガ

ス

当社合計

㎥

当社合計

産

業

廃

棄

物

kg

上水道

地下水

総排

水量

下水道

浄化槽

公共水道

水使

用量

一般廃棄

物

産業廃棄

物

※本社はアサヒロジスティクスの事務所と統合し2022年7月度からは対象外とした（全体の0.3％以下）

環境経営とその実績■
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目標対比（2022年4月～2023年3月までの実績）

温室効果ガスの排出量
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購入電力の使用量

温室効果ガスの排出量は、目標対比89％と達成した。
電力使用量はほぼ横ばいであったが、ガス・灯油の燃料
使用量の削減が、要因となっている。

7月は猛暑で気温の高い日が続き、前年対比増加した。
8月のピーク電力もほぼ前年並みであった。
冷蔵庫・冷凍庫で多くの電力を使用しているので、この
対策が課題となっている。



目標対比（2022年4月～2023年3月までの実績）
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ガソリンの使用
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灯油の使用量

コロナで行動制限が解除され始め、会議等での社用車の
移動が増加した。

一部センターで冬の暖房使用分を電気式クーラーに切り
替えた事で、使用量が減少している。
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都市ガスの使用量
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液化石油ガスの使用量

稼働率の高い番重洗浄機におき、最適な洗浄温度を
見直したことでボイラー燃料の削減に成功した。

目標対比（2022年4月～2023年3月までの実績）



水の使用量

総排水量
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目標対比（2022年4月～2023年3月までの実績）

目標対比92％と目標達成出来た。
前年度に狭山センター番重洗浄機の省エネ仕様機の導
入による効果が継続している。

水使用量の削減に伴い減少している。
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前半は、6月の本社移転、旭川新センターへの移転に伴い、不
要品の処分によるもの。11月は、老朽台車の更新により、今回ス
ポット的に発生したもの。

ダンボールについて、安定的に有価買取（約400万円）により
処理して、リサイクルされている。
秋田センターでは、従来産廃としてたアルミ台車の買取（21万円）
をする事により、環境に大きく貢献した。

目標対比（2022年4月～2023年3月までの実績）

廃棄物の排出量
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温室効果ガスの割合

温室効果ガス排出量の大半は、購入電力と燃料（ガス・灯
油）の使用によるものである。原油価格の高騰により、購入
電力、燃料費もコスト面で大きな負担となっている。
電力については、消費電力の大きいチルド庫・冷凍庫用の冷
凍機の定期点検・日常管理をきちんと行うことで、トラブルの
未然防止・不具合の早期発見に努めることとする。
また、自然エネルギーを利用した太陽光・風力発電等の設備
導入も今後検討し、進めていくことが重要である。

購入電力95%

ガソリン（軽油）0%

灯油1%

都市ガス1%

液化石油ガス3%

2022年度温室効果ガス割合

購入電力 ガソリン（軽油）

灯油 都市ガス

液化石油ガス（LPG・LNG)

フロン類漏洩量の削減

当社は冷凍機の冷媒としてフロン類を使用していることから、漏洩量の削減に取り組んでいる。法改正に合わせて2016年度
より、毎年冷凍機の定期点検、簡易点検を実施している。
2022年度は古川センターの29（t-CO₂）の冷凍機の漏洩があったが、2023年度に更新を予定している。
引き続き、冷凍機の定期点検・簡易点検を実施し異常の早期発見、設備の保守管理に努めていく。

エネルギー消費以外での
温室効果抑制取り組み



近年の経営環境の変化
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

事務所冷暖房の温度設定 クールビスの実施　室温28℃ ウォームビズの実施　室温20℃

節電推進 ポスター掲示・設備機器の入れ替え検討

ガス・灯油使用量を削減 ATP検査キットで清浄度検証 洗浄・乾燥温度条件の検証

灯油使用量を削減 事務所暖房の温度設定 ウォームビズの実施　室温20℃

ガソリンの使用量を削減 エコドライブ推進

総排水量の削減 水道水使用量を削減
安全衛生委員会や朝礼にて節水の呼び掛け

を行う

節水の呼び掛け

廃棄物排出量の削減 廃棄物排出量を削減
安全衛生委員会や朝礼にて分別の呼び掛け

を行う

ゴミの分別の呼び掛け

エコ検定の受験 検定に参加 受験 受験

地域貢献 センター周辺の清掃 ◎ ◎ ◎ ◎

エコアクション取組 中間・更新審査 ◎

電気料金の削減取組み 契約電力料金見直し ◎ ◎

環境教育

その他

環境経営方針 実施項目

エコドライブ

取組事項

活動状況：2022年度

2022年 2023年

二酸化炭素排出量削減

電気使用量を削減

近年のコンビニ業界は出店率の伸びも殆ど見られず、非24時間営業の問題や人手不足、コロナ禍による影響等で、
既存店売上高の減少や鈍化傾向が見られる。そのような背景の中、当社としての収入もこれまでのような伸び率は期
待できないため、作業の効率化、配送コースの適正化や配送台数の見直しをしている。
エネルギー価格の高騰や円安を背景に食料品の価格が上昇している中、物流費の増加を抑えるための施策に継続し
て取り組むことが重要である。

■

2022年度の環境経営活動結果■
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各センターごとに、環境管理担当者が適用なる環境関連法令を定期的に確認。
年に一度の内部環境監査においても、法規の遵守状況の確認を行っている。

■対象となる環境関連法規 ■該当事業所 ■違反の有無

 省エネ法  本社・狭山・旭川・北見・青森・秋田・郡山・北上・古川・仙台・仙台Ｆ・新潟・長岡・柏崎・取手 違反なし

 廃棄物処理法  本社・狭山・旭川・北見・青森・秋田・郡山・北上・古川・仙台・仙台Ｆ・新潟・長岡・柏崎・取手 違反なし

（各都道府県別）環境基本条例  本社・狭山・旭川・北見・青森・秋田・郡山・北上・古川・仙台・仙台Ｆ・新潟・長岡・柏崎・取手 違反なし

（各）市条例  本社・狭山・旭川・北見・青森・秋田・郡山・北上・古川・仙台・仙台Ｆ・新潟・長岡・柏崎・取手 違反なし

 消防法  本社・狭山・旭川・北見・青森・秋田・郡山・北上・古川・仙台・仙台Ｆ・新潟・長岡・柏崎・取手 違反なし

フロン排出抑制法  本社・狭山・旭川・北見・青森・秋田・郡山・北上・古川・仙台・仙台Ｆ・新潟・長岡・柏崎・取手 違反なし

 家電、小型家電リサイクル法  本社・狭山・旭川・北見・青森・秋田・郡山・北上・古川・仙台・仙台Ｆ・新潟・長岡・柏崎・取手 違反なし

自動車リサイクル法  本社・狭山・旭川・北見・青森・秋田・郡山・北上・古川・仙台・仙台Ｆ・新潟・長岡・柏崎・取手 違反なし

浄化槽法  青森・秋田・郡山・古川 違反なし

当社事業活動において遵守すべき環境関連法規

・関連法規に抵触する事故等の発生はありませんでした。
・関係当局からの違反はありませんでした。
・指摘及び外部からの環境上の苦情は、過去３年間ありませんでした。

環境関連法規への違反、訴訟の有無■



自らが提供するサービス
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目標 ： リスク・コンプライアンス標語の社員全員参加

当社は、年に一度リスク及びコンプライアンスの両面から、従業員一人ひとりの意識の醸成、 向上を図っている。
その取組みの中で、全社においてリスク・コンプライアンス標語の募集を行い選定して、翌年に社内に掲示している。
今年度も積極的に取り組んだ。

■
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教育訓練の実施■
消防訓練 安否確認訓練

避難訓練

仙台センター 狭山センター

北上センター 本社



継続的に実施している環境経営活動
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環境美化活動

各センターでは、環境美化の一
環として、センター近隣の清掃活
動を実施。
毎年美化活動に貢献している。

24
33

45 50
62 67

73
80 81 85 86

（エコピープルの増加人数）エコピープルへの育成

年に２回開催されるエコ
検定。
当社では社員の環境問
題に対する意識を向上さ
せる為、エコピープルを目
指す社員は会社をあげて
バックアップを行う。

■

before before afterafter

緑のカーテン用水路付近の除草柏崎センターの活動



本年度の評価と次年度の取り組み
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本年度の環境経営活動の取組み評価

次年度の取組み

本年度は昨年からの、原油、天然ガス、石炭の資源価格高騰による、電気代、燃料費の上昇が続いている。電気につ
いては、2021年対比で使用量は、100.7%の微増であったが、電気料金は170%と1.7倍に跳ね上がっている。
燃料関係(灯油・プロパン・都市ガス)は、番重洗浄機の洗浄温度適正化見直しにより、洗浄温度を従来の設定から、

見直したことにより、ボイラーで使用する燃料使用量を削減することが出来た。熱量換算(ジュール)で燃料使用量は、
2021年対比で58.4%であった。料金対比では、65.5%となった。
電力使用は、チルド庫、フローズン庫での冷凍機で消費されるものが、大半を占めている。冷凍機の年次点検、日常点

検を確実に実施し、冷却効率の維持に努めている。
フローズンセンターにおいて出入口扉開閉時の冷気が外へ逃げて、温かい外気が侵入するのを防ぐため、エアーシャッター装
置を取り付けたので効果を検証していく。

2022年度3月末に長岡センターが、近くに建設された親会社アサヒロジスティクスの物流センター内に移転した。チルド庫エリ
アを共用で使用することで、チルドスペースと庫内冷却用エネルギーの有効活用効果が期待されている。
各センターにおいて次年度下記3点を柱として、取組みを行っていく。

(1) 電灯設備のLED化更新を進め、省エネルギー及び電気代抑制対策とする。(取手センター、新潟センターでほぼ終了)
(2) 一部地域で１日の配送回数を減らし、減便することにより、配送工数の削減と車両燃料の低減を図り、配送効率の向上

を目指す。
(3) 倉庫接車バースの劣化による隙間点検や冷凍機設備の定期点検、自主点検の確実な実施による不具合箇所の抽出を

し、こまめな改修に努めることで、省エネをはかる。

■



代表者による全体評価と見直し・指示

トップマネジメントレビュー■
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本年度の環境経営活動の結果、二酸化炭素排出量を目標対比89％と達成出来た。しかし電力使用量に関しては、
前年対比わずかであるが、増加となっており、要因分析及び新たな取組みが必要である。
令和5年4月からの省エネ法改正に対して、化石エネルギーから太陽光等の非化石エネルギーへの転換が求められてお

り今後、中長期の中で取組みが必要となってくる。
省エネ化に関して、設備機器の定期的なメンテナンスを実施することで、効率が低下するのを防ぎ、エネルギーの無駄を

減少させること。
物流品質の向上に関して、誤配、商品破損、管理温度逸脱等が発生し、前年度と同じ要因によるトラブルも発生して

いる。事故件数が増加傾向にあるセンターについては、各担当者と実際の作業を詳しく分析し、どうしてトラブルが発生して
しまうのか？ 問題点や、改善してほしい要望などの聞き取りを行い、改善活動に取り組むよう関係部門に指示した。
安全運行の為実施していた各運送会社との協議会を一時期コロナによる活動制限等で控えていたが、コロナの５類移

行に伴い、以前の体制に戻していくこととする。

代表取締役社長 森 立郎
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